
　第12回気象学史研究会を2022年度秋季大会に合わ
せ，下記の要領で開催いたします．
後援：日本科学史学会北海道支部
日時：2022年10月24日（月）18：00～20：00（秋季大
会第 1日夜）

会場：北海道大学学術交流会館・オンライン中継（いず
れも予定．状況によってはオンライン開催に変更）
テーマ：歴史史料としての気象資料
趣旨：気象資料は自然現象が記述されるのみならず，
それを作成した人間活動をも反映し，その意味で歴
史史料，特に意図的・非意図的改変がされにくい高
品質な一次史料として利用しうる．北海道で防災関
係の公務に携わる傍ら，地方史研究に取り組まれて
いるお二方に，気象資料を利用した歴史研究につい
てご講演いただき，気象資料の歴史史料としての意
味・利用可能性を議論して認識を深めたい．
　　本会合は気象学史研究に関心を持つ，より多くの
方の間の情報・意見交換をうながすため，学会員以
外の方にも広く参加を呼びかけて開催する．
プログラム：
1． 北海道の気象災害史と防災への活用
 國田博之（北海道渡島総合振興局）
　北海道は，開拓使が設けられて全道各地で本格的な
開拓が始まった時期とほぼ同時期に各地で気象観測が
始まった．このため，各々の地域社会の成立から今に
到るまでの個々の出来事について，均質的な気象観測
データを活用して，事象発生当時の環境を追体験した
り，人々の心理や行動を比較・検証したりすることが
可能である．
　中でも大雨や暴風雪等による気象災害については，
100年以上にわたる既往観測成果の中に災害をもたら
した気象現象が度々記録されており，これらと同等の
現象が今後数日のうちに予測される場合，道民に災害
の危険性を想起させ，災害を自分事として捉えていた
だくことが可能であり，防災・減災の効果が期待される．
　一方で，都道府県や市町村の作成する過去の地域災
害の履歴は，単に人的被害・物的被害のとりまとめ程
度に止まることが多いことから，発表者は北海道庁の
自然災害データベースを過去の気象データを活用して

Webで再構築するとともに，個人的にも主な気象災害
について当時の気象観測成果や報道資料等を詳細に調
査，「北海道の気象災害史」として公表し，地域防災に
活用する取り組みを行っている．今回はこれまでの調
査事例の中から1883年（明治16年）の干害や1922年（大
正11年）の大雨災害時の対応等を紹介する．
2． 気象観測原簿にみる空襲記録
 山本竜也（札幌管区気象台）
　気象官署の気象観測原簿は永年保存とされ，長期的
な気候変動や過去の台風・大雨の研究などに用いられ
てきた．しかし，そのような気象学的な利用のほかに，
歴史的事件の調査にも有用である．発表者は，原簿を
用いた空襲の調査研究を行ってきており，そのなかか
ら成果を二つ紹介する．
　日本列島が米軍による激しい空襲を受けるように
なった戦争末期，中央気象台は約200か所の気象官署
を展開していた．気象官署や近隣が被災すると，火災
によって，気温の上昇や湿度の下降，風の急変化，煙
による視程悪化が起きることがあった．艦砲射撃や原
爆投下による爆音が100km以上離れた気象官署に届
くこともあった．現存する原簿を網羅的に閲覧し，49
の気象官署の原簿に，なんらかの形で空襲や戦争に関
わる記録が残されていることを発見した．
　また，1945年 7月14日，15日の北海道・東北空襲で
は，当初の目標だった飛行場が攻撃を免れ，目標にな
かった農村地帯が攻撃を受けるなど，日本側からみる
と納得しがたい被害が多数生じた．この原因は当日の
天気によると指摘されてきたものの，従来の研究はせ
いぜい数地点の気象資料をもとに論じるにすぎなかっ
た．そこで，各地の気象官署の原簿から天気図を作成
し，米軍艦載機の戦闘行動調書とも比較することに
よって，たしかに攻撃側の動きは天気に影響を受けて
いたことを明らかにした．
参加方法：
　　参加は無料です．参加を希望される方は会場・オ
ンライン中継ともに事前申し込みをお願いいたしま
す．申し込み方法等は気象学史研究連絡会ウェブサ
イト（下記）に掲載いたします．

　https://sites.google.com/site/meteorolhistoryjp/
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第₁₂回気象学史研究会「歴史史料としての気象資料」開催のお知らせ

気象学史研究連絡会

　2022年 6月の日本気象学会第42期第 2回理事会にお
いて，以下の趣旨に基づく「計算科学研究連絡会」の
発足が認められましたのでお知らせします．

趣旨
　気象・気候分野はこれまで高性能スーパーコン
ピュータの進歩とともに発展してきた．近年の急速な
計算科学分野の進展を背景として，日本気象学会2021
年度秋季大会では専門分科会「気象・気候分野におけ
る計算科学研究の展望」を開催した．同分科会におい
ては， 5～10年後に達成したい科学目標，およびその
ために必要な高性能スーパーコンピュータ・モデル開
発のあるべき姿を議論するとともに，次世代のモデル
開発を担う人材の育成や計算科学分野との連携の必要
性について共通認識が得られた．このような背景を踏
まえ，気象・気候分野の科学的課題を解決するための
計算科学に関する最新の知見を共有し，気象・気候分
野と計算科学を用いる関連他分野との間の橋渡しを担
うプラットフォームとなる「計算科学研究連絡会」を
日本気象学会内に設置する．
　本研究連絡会では，計算機を活用した気象・気候研
究に焦点をあて，シミュレーション・解析・観測デー
タ処理に関わる計算手法や，高性能計算・大規模並列

計算・ソフトウェアツールに関する知見など，計算機
を有効活用して個々の科学的課題を解決するための分
野横断的な情報交換を推進する．さらには，次世代フ
ラッグシップマシン開発を念頭に置いた計算科学ロー
ドマップ（https://hpcic-kkf.com/#ancRoadmap）の
執筆をはじめ，関連する計算科学・計算機科学分野と
の間の連携窓口としての役割も担う．これらの活動を
通し，気象学・気候学，及び関連分野の研究のさらな
る発展に貢献する．
活動内容
・ 研究連絡会・セミナーの開催
・ 当連絡会ホームページの運営
・ メーリングリスト等による関連情報の共有
・ 計算科学ロードマップ等を通じた関連他分野との連
携強化につながる活動

世話人：足立幸穂（理化学研究所），小玉知央（海洋研
究開発機構），中野満寿男（海洋研究開発機構），八代　
尚（国立環境研究所），吉田龍二（横浜国立大学）（五
十音順）
世話人連絡先：metsoc-hpc-core@ml.riken.jp
ホームページ：https://metsoc-hpc.github.io
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「計算科学研究連絡会」の発足について

計算科学研究連絡会世話人



お問い合せ：
　　上記ウェブサイトの問い合わせフォームをご利用

ください．
　山本　哲（研究連絡会世話人・元気象研究所）

551

2022年 9月 53

1

2022年 9月 1


